
（資料１）

「医療に関してどのようなことでお困りなのか」アンケート実施結果

１ 調査の目的

２ 調査の方法
調査区域 市内全域
調査対象 7歳〜12歳を除く全市⺠

抽出方法 無作為抽出
抽出人数 4,367人
実施方法 郵送配付ー郵送回収法

※下記期間終期近くに、前対象者に「お礼状兼回答勧奨」はがきを送付
実施期間 令和４年４⽉29⽇〜６⽉21⽇

３ 回収結果
回収数 回収率

1,567 35.9%
0〜6歳 655 344 52.5%
13〜19歳 1,068 292 27.3%
20〜39歳 1,124 292 26.0%
40〜64歳 950 384 40.4%
65歳〜 570 255 44.7%

配付数

4,367

※「健康・⾷育状況アンケート」（全年齢対象）は、０〜６歳は保護者による回答、
７歳以上は本人が回答をしているが、７歳〜12歳の設問では医療関係を省略してい
るため、追加となる当該アンケートにおいても同年代を省略した。

※「健康・⾷育状況アンケート」（全年齢対象）の追加アンケートとして同封

逗⼦市に必要な地域医療について、市⺠の意⾒を把握するとともに今後の検討の基礎資料とするた
め。
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逗子市で暮らしていて、ご自分やご家族が、医療の面でどのようなことで困ったことがありますか？

16.1%

11.8%

29.6%

15.1%

4.3%

8.7%

0.5%

2.6%

11.4%

9.0%

8.3%

18.8%

8.3%

4.8%

11.8%

1.3%

2.3%

35.8%

16.4%

11.8%

22.0%

9.0%

5.8%

10.4%

2.0%

2.6%

19.8%

17.4%

11.4%

23.4%

7.5%

4.9%

20.0%

4.2%

1.8%

9.5%

11.7%

10.6%

18.6%

4.4%

2.5%

22.0%

8.9%

2.1%

19.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

①かかりつけ医がいない

②病気やケがをしたときに、
どの診療科、どこの医療機関
に行けばよいか分からない

③休日や夜間に受診できる
医療機関がない

④受診したい診療科目が近くにない

⑤市内の診療所で
受診したくない

⑥入院や手術を伴う高度で専門的な
医療を受けたいが近くにない

⑦退院後の在宅医療や在宅
介護について、どこに相談
すればよいかわからない

⑧その他

⑨特に困った
ことはない

年代別（複数回答）

0〜６歳 13〜19歳 20〜39歳 40〜64歳 65歳〜

全体（複数回答）

③休日や夜間に受診できる
医療機関がない22.7%

⑨特に困ったことはない
17.5%

⑥入院や手術を伴う高度で専門的な医療を
受けたいが、近くにない14.8%

①かかりつけ医が
いない14.5%

②病気やケガをしたときに、どの
診療科、どこの医療機関に行けば
よいかわからない10.8%

④受診したい診療科目が近くにない9.0%

⑦退院後の在宅医療や在宅介護について
どこに相談すればよいか分からない3.5%

⑤市内の診療所で受診
したくない4.6%

⑧その他2.5%

①かかりつけ医がいない

②病気やケガをしたときに、
どの診療科、どこの医療機関

に行けばよいか分からない

③休日や夜間に受診できる
医療機関がない

④受診したい診療科目が
近くにない

⑤市内の診療所で受診
したくない

⑥入院や手術を伴う高度で専門
的な医療を受けたいが、近くに

ない
⑦退院後の在宅医療や在宅介護

について、どこに相談すれば
よいかわからない

⑧その他

⑨時に困ったことはない
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1 2 3 4 5

小児科 産婦人科 耳鼻科 外科
皮膚科／

アレルギー
36 21 18 7 5

耳鼻科 小児科 外科 皮膚科 心療内科
9 6 4 4 3

産婦人科 小児科 外科
皮膚科／

不妊症外来
27 17 8 2

産婦人科 小児科／外科 婦人科 心療内科 内科／皮膚科
8 5 4 3 2

外科
皮膚科／
耳鼻科

4 2

65歳〜
(n=19)

年齢別：④受診したい診療科目が近くにない（複数回答）  上位５診療科目

0〜6歳
(n=87)

13〜19歳
(n=33)

20〜39歳
(n=45)

40〜64歳
(n=54)
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逗子の地域医療に対するご意見・ご要望等

◎総合病院に関する意見・要望

・総合病院があれば便利だと思うが土地の確保などが難しい。逗子の規模にあった医療体
制作りを考えてもよいのではないか。建てるとしても診療科目は厳選すべき。
近隣の市町村と連携していくアイデアもある。

・急性期医療に議論が向きがちだが、人口構成や神奈川県の医療提供体制を考えるなら
ば、急性期病院は南共済や湘南鎌倉、横須賀市⺠病院にお願いし、その後の回復期〜慢性
期を充実させて欲しい。

・総合病院誘致の件、今回の市議選でも誘致の話が出ている。医療にはお金がかかるので
安易に誘致すべきではない。初期費⽤だけでなく⻑期にわたる財政負担が市⺠のサービス
にも悪影響が出る可能性が否定できない。つい最近まで市が財政危機に陥ったことをわす
れないでください。

総合病院に関する意見・
要望 29.89

診療に関する意見・
要望 19.89診療科目に関する

意見・要望 13.09

救急・休日医療に関する
意見・要望 12.59

サービスの拡充について 11.69

コロナ関連での意見・要望
4.29

医療費助成 4.09

健康診断について 1.99

その他 0.49

111

36

22

0 20 40 60 80 100 120

総合病院が必要

あると安心

不要／検討が必要
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◎診療に関する意見・要望
・医師にあたり外れがある。医療が古い。

・予約システムがない。あっても必要以上に待たされる。

・仕事が終わった後に受診できる遅い時間まで開いている医療機関があったらうれしい。

・寝たきりになった祖⺟のために⾃宅に往診に来てくれる内科医を探そうとしたところ、
「一度診察しないと訪問できないから連れてきて欲しい」と言われた。それが難しいから
の往診依頼であるのに話にならない。

・休診日が重なるため、平日でさえ受診したい時に受診できない。

・ファストドクター（緊急往診、オンライン診療）を導入して欲しい。

◎診療科目に関する意見・要望
・逗子は⾃然が多く子育て環境としてとても魅力的なのに、小児科・産婦人科が少ないの
がもったいないと感じています。久木・小坪周辺に開院されればと願っています。

・リハビリを専門にする医療機関があるといいなと思います。

◎救急・休日医療に関する意見・要望
・逗葉地域医療センターの救急は小児科が対応できていない。

・土日に行けるところがほとんどない。

・横須賀に行けといわれても車が無いのでタクシー代が嵩む。熱があればタクシーも使え
ない。

・救急対応してもらえる場所を探すのが大変（連絡先がわからない）。

◎サービスの拡充について
・ネットワーク化や電子カルテなどで開業医の連携強化を望む。

・子どもや老親を連れて行くので駐車場を増やしてほしい。

・病院それぞれの特徴がわかるリストが欲しい（患者の年齢層、どのような病気の患者が
多いか、平均待ち時間等）インターネット情報も充実して欲しい。

・要介護で車いす利⽤の親が日曜日に救急車で病院にいきました。帰りは介護タクシーを
呼ぼうとしたところ教えてもらったところが営業しておらず、いくつかかけてやっとつな
がり帰ることができました。休日夜間も介護タクシーを普通に利⽤できるようにして欲し

・小児科の訪問医が来てくれる仕組みがあると望ましい。

・在宅医療の充実を希望する。
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（アンケート調査票） 
 

健康・食育状況アンケート 追加アンケート  

 

市民の皆さんが、医療に関してどのようなことでお困りなのか、追加アンケートを実施

します。皆さんのご協力をお願いいたします。 

 

問１ 逗子市で暮らしていて、ご自分やご家族が、医療の面でどのようなことで困ったこ

とがありますか？ あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

① かかりつけ医（ご自分の体のことを、いつでも気軽に相談したり、診察したり

できる身近なお医者さんのこと）がいない。 

② 病気やケガをしたときに、どの診療科、どこの医療機関に行けばよいか分から

ない。 

   ③ 休日や夜間に受診できる医療機関がない。 

   ④ 受診したい診療科目が近くにない。 

     → 診療科目：□小児科 □外科 □産婦人科 □その他（      ） 

⑤ 市内の診療所で受診したくない（距離、待ち時間、医療の質など）。 

   ⑥ 入院や手術を伴う高度で専門的な医療を受けたいが、近くにない。 

⑦ 退院後の在宅医療や在宅介護について、どこに相談すればよいか分からない。 

   ⑧ その他 

     （                                 ） 

   ⑨ 特に困ったことはない。 

 

問２ 逗子の地域医療に対するご意見・ご要望等がありましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

さらに詳しくお聞かせいただける場合は、メールアドレスをご記入ください。 

担当者からメールをさせていただく場合があります。 

E:mail：                                     

 

ご協力ありがとうございました。 
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介護従事者へのアンケート結果
日常の療養支援において連携を強化したい関係者（複数回答）

容態急変時に具体的に苦慮したこと（複数回答）

（資料２）

（逗子市高齢者保健福祉計画策定に向けたアンケート調査結果報告書
令和２年３月より）

69.4%

57.2%

51.4%

42.8%

33.5%

31.8%

2.9%

10.4%

84.8%

76.8%

71.7%

53.5%

44.4%

49.5%

4.0%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

かかりつけ医（診療所）

かかりつけ医（病院）

訪問看護ステーション

薬剤師（薬局）

⻭科医（病院・診療所）

訪問リハビリステーション事業所

その他

無回答

サービス
提供事業所

ケア
マネージャ

70.4%

7.4%

25.9%

78.9%

21.1%

23.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夜間帯または休日のためどこを
受診して良いか判らなかった

高齢者や認知症を理由に
受診を断られた

その他

サービス
提供事業所

ケア
マネージャ
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（参考）
「逗子市に住んでいて、不便または不満に感じる事柄は何ですか」アンケート結果

（逗子のまちづくりに関するアンケート調査より）

57.8%

44.4%

35.0%

25.4%

15.2%

13.3%

7.5%

9.4%

6.1%

6.8%

2.0%

4.3%

21.7%

6.8%

57.8%

48.7%

37.3%

25.2%

19.0%

16.0%

8.0%

12.4%

8.3%

7.1%

6.0%

3.3%

19.8%

3.5%

56.9%

46.4%

34.2%

24.0%

16.9%

16.5%

7.7%

10.0%

10.0%

6.0%

6.1%

3.0%

18.0%

5.2%

54.8%

49.0%

31.6%

23.2%

19.8%

15.2%

5.1%

8.9%

8.4%

5.2%

4.8%

3.1%

20.3%

5.0%

60.7%

43.5%

28.4%

23.9%

19.0%

13.1%

7.6%

7.5%

6.7%

5.8%

4.9%

2.9%

19.0%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

医療施設が整っていない

買い物に不便

物価が高い

地価が高い

通勤・通学に不便

行政施設が整っていない

いい不動産物件がない

商売や仕事に不便

子育て環境がよくない

地域活動が盛んでない

教育環境がよくない

まちのイメージが悪い

その他

無回答

年度別（平成28年度〜令和２年度）（複数回答）

H28(n=586) H29(n=911) H30(n=880) R1(n=706) R2(n=788)
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逗子市の将来人口推計結果

2020年 2023年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2063年

6,569 6,192 5,940 5,307 5,023 4,840 4,748 4,697 4,631 4,533 4,453

32,034 31,300 30,811 28,854 26,040 23,305 21,464 20,496 20,125 19,952 19,582

18,458 18,247 18,107 18,297 18,994 19,765 19,880 19,309 18,027 16,428 15,803

57,061 55,739 54,858 52,458 50,057 47,910 46,092 44,502 42,783 40,913 39,838

（人口推計結果報告書 令和４年２月版より）

（参考）

年  少  人 口
（0〜14歳）
生産年齢人口
（15〜64歳）
老  年 人 口

（65歳以上）

計

市全体の将来人口について推計した結果を示す。逗子市の人口は、2020年の57,061人か
ら、2023年には55,739人、2030年には52,458人、2040年には47,910人、2050年には44,502
人、2060年には40,913人、2063年には39,838人に減少する見通しとなっている。

6,569 6,192 5,940 5,307 5,023 4,840 4,748 4,697 4,631 4,533 4,453 

32,034 31,300 30,811 
28,854 

26,040 
23,305 21,464 20,496 20,125 19,952 19,582 

18,458 
18,247 18,107 

18,297 
18,994 

19,765 
19,880 

19,309 18,027 16,428 15,803 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2020年 2023年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2063年

年 少 人 口 （0〜14歳）
生産年齢人口（15〜64歳）
老 年 人 口（65歳以上）
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令和４年７月２４日 

逗葉医師会 

 

令和４年度第８回在宅医療に関するアンケート調査結果 
（調査対象期間：令和３年１月 1日～12 月 31 日） 

（調査依頼医療機関：71 回答医療機関：56 回収率：78.8％） 

      

【問１】在宅医療（往診・訪問診療）を実施していますか。（○は１つ） 

１．実施している（２７） 
往 診・ 

訪問診療 
往 診 訪問診療 

診 

療 

科 

目 

内科系 １６ １２ ２ ２ 

外科系 ５ ３ １ １ 

その他 ６ １ ４ １ 

     

２．実施していない（２９） 

 

【問２】在宅医療の実施状況について記入してください。（実患者数） 

１．往  診（総数：９５０人 平均：４３人 最多：５０５人） 

０人 ２ １～１０人 １６ １１～３０人 ４ 

３１～５０人 ２ ５１～９９人 ２ １００人以上 ２ 

２．訪問診療（総数：１，６２６人 平均：８１.３人 最多：３３３人） 

０人 ０ １～１０人 ５ １１～３０人 ７ 

３１～５０人 ０ ５１～９９人 ０ １００人以上 ６ 

 

【問３】在宅医療を実施している患者について記入してください。 

１．外来でみていた患者 ７９０ 

２．他医療機関からの紹介 ５９ 

３ 逗葉医師会在宅医療相談窓口からの紹介 １ 

４．ケアマネジャー等からの依頼 １１２ 

５．逗葉地域医療介護連携室からの紹介 ５ 

６．施設からの依頼 ３２６ 

７．その他（本人、家族、市役所） ４７ 

 

【問４】訪問診療を行った患者の住まいについて記入してください。 

１．自宅 １０５４ 

２．有料老人ホーム ２４７ 

３．グループホーム １０６ 

４．特別養護老人ホーム ５５ 

５．サービス付き高齢者住宅 １８ 
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【問５】在宅で看取った患者の状況について記入してください。 

ａ）実患者数（平均：４.２人 最多：３８人） 

実患者数 １１４ 

ｂ）看取った場所別実患者数 

１．自宅 ６６ 

２．有料老人ホーム ２０ 

３．グループホーム ３ 

４．特別養護老人ホーム ２５ 

５．サービス付き高齢者住宅 ０ 

 

【問６】在宅で療養中の患者が貴科的疾患を発症し主治医から往診の依頼があっ 

    た場合について記入してください。（条件付きは複数回答可） 

１．往診を受けることが出来ない。 ５ 

２．いつでも受ける。 ２ 

３．条件付きで受けることが出来る。 １９ 

①昼休み ５ 

②外来診療後 ５ 

③日程・時程を調整して １４ 

④その他 ２ 

 

【問７】２４時間対応について（複数回答可） 

１．電話連絡を受ける。 １７ 

２．往診できる。 １０ 

３．２４時間対応訪問看護テーションと連携している。 １０ 

４．対応していない。 ６ 

 

【問８】認知症患者の訪問診療・往診を引き受けていますか。 

１．全て引き受ける。 １５ 

２．認知症高齢者日常生活自立度（Ⅲa、Ⅲb、Ⅳ）程度まで

なら引き受ける。 
４ 

３．引き受けない。 ８ 
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